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令和３年におけるクレーン等に関係する労働災害による死傷者数は，1,644人であり，前年と比べると
55人（3.5%）増加している（図１）。

令和３年におけるクレーン等に関係する労働災害による全産業の死亡者数は54人で，前年に比べ12人
の増加となった（図２）。

令和３年におけるクレーン等
の災害発生状況

厚生労働省労働基準局安全衛生部安全課

図１　クレーン等による死傷者数の推移
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図２　クレーン等による死亡災害の推移

資料出所　平成10年まで … 労災保険給付データ（休業4日以上）	
　　　　　平成11年から … 労働者死傷病報告	
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１．業種別発生状況
令和３年のクレーン等に関係する死傷災害を業種別に見ると，製造業が688人（クレーン等死傷者数全

体の41.8％）で最も多く，次いで建設業が436人（同26.5％），運輸交通業が193人（同11.7％）の順
となっている。製造業は前年と比べると36人増加し，建設業では13人減少した（表１）。

また，死亡災害を業種別にみると，建設業が最も多く21人（クレーン等に関係する労働災害による死亡
者数の38.9%，次いで製造業19人（同35.2%），陸上貨物運送事業７人（同13.0%），その他の事業７人（同
13.0%）となっている。

前年に比べ，建設業で３人減少した。また，製造業で７人，その他の事業で５人，陸上貨物運送事業で
３人，それぞれ増加した（表２）。

表２　クレーン等による業種別・機種別死亡災害発生状況（令和３年，死亡者数）

表１　クレーン等による業種別，機種別死傷災害発生状況（令和３年）

　　　　　　　（資料出所：厚生労働省死傷病報告）

クレーン 移 動 式
クレーン デリック エレベータ・

リフト ゴンドラ その他の動力
クレーン等 合計

製 造 業 550 51 0 53 0 34 688
鉱 業 1 1 0 0 0 2 4
建 設 業 86 301 0 17 3 29 436
運 輸 交 通 業 69 95 0 18 2 9 193
貨 物 取 扱 業 18 10 0 2 0 4 34
農 林 業 1 10 0 0 0 1 12
畜 産 ・ 水 産 業 1 3 0 1 0 15 20
商 業 32 45 0 41 1 14 133
そ の 他 22 50 0 39 5 8 124
合 　 　 　 　 計 780 566 0 171 11 116 1,644
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製　　造　　業 15 - - 1 - - - 16 - 1 1 - - 2 - - 1 - - 19

鉱 　 　 　 　 業 - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

建　　設　　業 1 - 4 - - - - 5 - 4 1 9 - 14 - 2 - - - 21

交 通 運 輸 事 業 - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

陸上貨物運送事業 1 1 1 - - - - 3 - 3 1 - - 4 - - - - - 7

港 湾 運 送 業 - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

そ の 他 の 事 業 3 - - - - - - 3 - - 1 1 - 2 - 2 - - - 7

合 　 　 　 　 計 20 1 5 1 0 0 0 27 0 8 4 10 0 22 0 4 1 0 0 54

機種

業種

（注）厚生労働省の死亡災害発生状況に合わせ，従来，業種として「港湾荷役業」としていたものを「港湾運送業」に改めた。
　　　（ただし，令和３年の発生は無い。）
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２．業種別・機種別発生状況
令和３年のクレーン等に関係する死亡災害発生

状況を業種別・機種別にまとめたものが表２で
ある。

機種別ではクレーンによる死亡災害が27人（ク
レーン等に関係する死亡災害全体の50％），移動
式クレーンによる災害が22人（同40.7％）で，
両者合わせて全体の90.7％を占めている。

これについて前年と比較すると，クレーンによ
るものが10人増加し，移動式クレーンによるも
のは同数だった。エレベーターによるものも１人
の増加となった。

機種細分別では，天井クレーンによるものが
20人と最も多く，次いでクローラクレーンによ
るものが10人，車両積載形クレーンによるもの
が８人，ジブクレーンによるものが５人となって
いる。

これについて前年と比べると，クレーンでは天
井クレーンによるものが11人，ジブクレーンに
よるものが１人増加した。一方移動式クレーンで
は，ホイールクレーンによるものが１人，浮きク
レーンによるものが１人減少したが，車両積載形
クレーンによるものが１人，クローラクレーンに
よるものが１人増加した。

業種との関係を見ると，クレーンによるものは
製造業が16人（クレーンに関係する死亡災害の
59.3%）と最も多く，移動式クレーンによるも
のは建設業が14人（移動式クレーンに関係する
死亡災害の63.6％）と最も多くなっている。

これらについて前年と比べてみると，製造業で
は，クレーンについては，天井クレーンによるも
のが９人増加した。建設業では，移動式クレーン
については，クローラクレーンによるものが１人
増加し，車両積載形クレーンが１人，ホイールク
レーンによるものが３人減少した。

３．現象別・機種別発生状況
令和３年のクレーン等に関係する死亡災害を災

害現象別・機種別にまとめたものが表３（１）で
ある。

災害現象別では，多い順に，狭圧によるものが
23人（クレーン等による死亡災害全体の42.6％）,
落下によるものが15人（クレーン等による死亡
災害全体の27.8％），墜落によるものが11人（同
20.4％）などとなっている。

これについて前年と比べると，落下によるもの
が４人の増加，狭圧によるものが11人の増加，
墜落によるものが２人の増加となった。

現象別に災害の内容をさらに詳しく見ると，次
のとおりである。

（１）落下による災害
落下による災害の中では，つり荷の落下による

ものが10人（落下による死亡災害全体の66.7％）
で依然として大きな割合を占めている。

表３（２）には落下による災害及び機体等の折
損・倒壊・転倒による災害をさらに詳細に分類して
いる。玉掛けワイヤロープ等からつり荷が外れた
ことによるものが10人と落下の大部分を占める。

（２）狭圧による災害
狭圧による災害では，つり具・つり荷と床上の

物体によるものが８人，機体（搬器）と他の構造
物によるものが７人，つり荷の転倒によるものが
５人，などとなっている。

（３）墜落による災害
墜落による災害では，機体（搬器）からによる

ものが６人，作業床等から墜落したものが５人と
なっている。

（４）機体等の折損・倒壊・転倒による災害
表３（１）に示すようにこの種の災害によるも

のは３人である。その内訳は表３（２）に示すよ
うに，機体が転倒したものが２人，その他が１人
となっている。

（５）つり荷等の激突による災害
つり荷・つり具が激突したことによるものは

１人であった。
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４．能力別・機種別発生状況
令和３年のクレーン等に係る死亡災害を能力

別・機種別にまとめたものが表４である。
全機種合計では，１ t 未満も含め３ t 未満の能

力 の も の が29人（ ク レ ー ン 等 の 災 害 全 体 の
53.7％）と半数以上を占めている。この区分の
中では，クローラクレーンが９人で最も多く，車
両積載形トラッククレーンが８人と続いている。

他には，10t 以上20t 未満が７人などとなって
いる。

５．死亡災害事例
令和３年のクレーン等による死亡災害（53件）

についてクレーン（27件），移動式クレーン（21件），
エレベーター（４件）に分けて，災害発生状況，
災害発生原因等を記載したものが表５である。

表３（１）クレーン等による現象別・機種別死亡災害発生状況（令和３年，死亡者数）
クレーン 移動式クレーン デ

リ

ッ

ク

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

簡

易

リ

フ

ト

建
設
用
リ
フ
ト

ゴ

ン

ド

ラ

合

計

天
井
ク
レ
ー
ン

橋
形
ク
レ
ー
ン

ジ
ブ
ク
レ
ー
ン

テ

ル

ハ

ス
タ
ッ
カ
ク
レ
ー
ン

ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン

ア
ン
ロ
ー
ダ

小

　

計
　

ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン

ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン

車
両
積
載
形

ホ
イ
ー
ル
ク
レ
ー
ン

ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン

浮
き
ク
レ
ー
ン

小

　

計

落
　
下

つ り 荷 の 落 下 に よ る も の 3 - 2 - - - - 5 - 3 - 2 - 5 - - - - - 10
機 体 の 落 下 に よ る も の - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0
搬 器 の 落 下 に よ る も の - - - 1 - - - 1 - - - - - 0 - - - - - 1
ジ ブ の 落 下 に よ る も の - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0
積み荷等荷の落下によるもの 2 - - - - - - 2 - 1 - - - 1 - - - - - 3
そ の 他 - - - - - - - 0 - - - - - 0 - 1 - - - 1
小 計 5 0 2 1 0 0 0 8 0 4 0 2 0 6 0 1 0 0 0 15

つり荷・つり具が激突したもの - - - - - - - 0 - - 1 - - 1 - - - - - 1

つ
り
荷
等
に
よ
る
狭
圧

つり具・つり荷と床上の物体によるもの 5 1 1 - - - - 7 - 1 - - - 1 - - - - - 8
つ り 荷 の 転 倒 に よ る も の 1 - - - - - - 1 - - - 4 - 4 - - - - - 5
床上の物体の転倒によるもの 1 - - - - - - 1 - - - - - 0 - - - - - 1
機体（搬器）と他の構造物によるもの 3 - - - - - - 3 - 1 - 1 - 2 - 1 1 - - 7
機 体 に ひ か れ た も の - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0
機 体 に 接 触 し た も の - - - - - - - 0 - - 1 1 - 2 - - - - - 2
そ の 他 - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0
小 計 10 1 1 0 0 0 0 12 0 2 1 6 0 9 0 1 1 0 0 23

墜
　
落

機体（搬器）からによるもの 2 - - - - - - 2 - 1 2 - - 3 - 1 - - - 6
つ り 荷 に 押 さ れ た も の - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0
機体（搬器）と共に墜落したもの - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0
作業床等から墜落したもの 2 - 1 - - - - 3 - - - 1 - 1 - 1 - - - 5
そ の 他 - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0
小 計 4 0 1 0 0 0 0 5 0 1 2 1 0 4 0 2 0 0 0 11

機体，構造部分が折損・倒壊・転倒したもの - - 1 - - - - 1 - 1 - 1 - 2 - - - - - 3
感 電 1 - - - - - - 1 - - - - - 0 - - - - - 1
そ の 他 - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0
合 計 20 1 5 1 0 0 0 27 0 8 4 10 0 22 0 4 1 0 0 54

機種

現象
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表３（２）つり荷の落下及び機体等の折損・倒壊・転倒による死亡災害の内訳（令和３年，死亡者数）
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落
　
下

つ
り
荷
の
落
下

ワイヤ
ロープ等
の切断

巻上げワイヤ
ロープ等の切
断によるもの

- - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - ０

玉掛けワイヤ
ロープ等の切
断によるもの

- - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

クレーンのフック等から
玉掛けワイヤロープ等が
外れたことによるもの

- - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

玉掛けワイヤロープ等か
らつり荷が外れたことに
よるもの

3 - 2 - - - - 5 3 2 5 - - - - - 10

クレーンのフック等から
つり荷が外れたことによ
るもの

- - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

クレーンのフック等が破
損したことによるもの - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

そ の 他 - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

小　　　　　　　　 計 3 0 2 0 0 0 0 5 0 3 0 2 0 5 0 0 0 0 0 10

つ り 荷 の 落 下 以 外 2 - - 1 - - - 3 - 1 - - - 1 - 1 - - - 5

小　　　　　　　　　　計 5 0 2 1 0 0 0 8 0 4 0 2 0 6 0 1 0 0 0 15

折
損
・
倒
壊
・
転
倒

ジブが折損・倒壊したもの - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

支柱・脚等が倒壊したもの - - - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

機 体 が 転 倒 し た も の - - - - - - - 0 - 1 - 1 - 2 - - - - - 2

そ の 他 - - 1 - - - - 1 - - - - - 0 - - - - - 1

小　　　　　　　　　　計 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 2 0 0 0 0 0 3

機種

現象
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表４　クレーン等による機種別・能力別死亡災害発生状況（令和３年，死亡者数）
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1t 未満 - - - - - - - 0 - - - - - 0 - 1 1 - - 2

1t 以上　　　　　　　　　
3t 未満 5 - 3 1 - - - 9 - 8 - 9 - 17 - 1 - - - 27

3t 以上　　　　　　　　　
5t 未満 1 - - - - - - 1 - - - - - 0 - 2 - - - 3

　5 t以上　　　　　　　　　
10t 未満 4 - - - - - - 4 - - - - - 0 - - - - - 4

10t 以上　　　　　　　　　
20t 未満 5 - - - - - - 5 - - 2 - - 2 - - - - - 7

20t 以上　　　　　　　　　
30t 未満 1 1 1 - - - - 3 - - - - - 0 - - - - - 3

30t 以上 2 - 1 - - - - 3 - - 2 1 - 3 - - - - - 6

不　明 2 - - - - - - 2 - - - - - 0 - - - - - 2

合　計 20 1 5 1 0 0 0 27 0 8 4 10 0 22 0 4 1 0 0 54

機種

項目

（注）共づりの場合は、つり上げ荷重の大きいものの方で集計した。
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№ 業種
機　種

（つり上げ荷重
又は積載荷重）

発
生
月

死傷者
事故の型 災害発生状況 災害発生原因

死 傷

１ 建設業
天井クレーン 
（定格荷重:

２t）
１ １ - 墜落，転落

凍結防止剤散布車へ凍結防止剤を積載し
ようと，倉庫の２階にある投入口付近に
て，ホイスト式天井クレーン（定格荷重
２t）を用い，凍結防止剤の入ったフレコ
ンバック（重量約１t）を同車へ投入する
ため誘導していたところ，柵が開放され
ていた搬入口の開口部（高さ4.4m）から，
墜落したもの。

作業上，臨時に開閉
柵を開放する必要が
あったにもかかわら
ず，開口部に墜落防
止用の防網を設置す
る，墜落制止用器具
を使用させる等の墜
落防止措置が講じら
れていなかったこと。

２ 陸上貨物 
運送事業

橋形クレーン 
（主管 20.28t 
補管 5.034t）

１ １ - 激突され

トレーラーの荷台に，建築用鉄骨２本の
積込み作業を行っていた。鉄骨（円筒形，
長さ約12.2m，重量15.4t）の上に別の
鉄骨（円筒形，長さ約4.7m，重量3.9t）
を重ね積みした。被災者が傷防止用のシー
トを挟む為，橋形クレーンのリモコンを
操作し上に積んだ鉄骨の片端を地切りし
たところ，鉄骨がずり落ち振れて，荷台
上にいた被災者に接触し，玉掛用チェー
ンが外れ，鉄骨と被災者が地上に落下し，
骨盤部を挟まれたもの。

積荷が安定していな
い状態で，建築用鉄
骨の片端に玉掛け用
チェーンを掛けて地
切りしたこと。

３ 製造業 天井クレーン 
（2.8t） １ １ - 飛来，落下

天井クレーン（2.8t）で金型を床面に２段
積みする作業中，上段の金型に掛けてあっ
たワイヤーロープを２箇所外し，その後，
金型に背を向けてしゃがんだ際に，上段
の金型が落下してきたもの。

金型に背を向けた状
態で，クレーンフック
を上昇させたこと。

４ 建設業
ジブクレーン 

（クライミング
クレーン） 
（33.8t）

２ １ １ 墜落，転落

８階デッキプレート上でクライミングク
レーンを使用し，コン止め（デッキプレー
トの段差部の端に設置する部材）の荷上
げ作業を行っていたところ，作業床とし
ていたデッキプレートが外れ，玉掛け作
業を行っていた労働者（２名）が荷とと
もに５階床のスラブに墜落したもの。

固定されていない
デッキプレート上に
約2.8tの資材を載せ
たこと。

５ 製造業 天井クレーン 
（4.843t） ２ １ - 墜落，転落

ホイスト式天井クレーンの整備作業中，
地上から約７mの高さの２本のガーダ間
開口部からコンクリート敷き工場内地面
へ墜落し死亡したもの。

囲い等の設置が著し
く困難な高さ２m以
上の開口部で，防
網を張る等の墜落防
止措置を講じていな
かったこと。

６ 建設業

ジブクレーン 
（クライミング

クレーン） 
（主管 20.28t 
補管 5.034t）

３ １ - 飛来，落下

クライミングクレーンで荷（鉄筋馬を束
ねたもの）を吊り上げていたところ，荷
崩れし地上にいた作業員に接触したもの。

つり上げられている
荷の下に労働者を立
ち入らせたこと。

７ その他の 
事業

天井クレーン 
（6.3t） ３ １ - はさまれ，

巻き込まれ

天井クレーンのクレーンガータ上にある
横行装置用近接スイッチの点検及び調整
中，クレーンガータ上にいた点検作業員
からの合図に従い，操作室のクレーン運
転士が横行装置を動かしたところ，点検
作業員が給電ケーブルの支柱と横行装置
に挟まれ被災したもの。

労働者が挟まるおそ
れのある状態で天井
クレーンを動かした
こと。

８ その他の 
事業

天井クレーン 
（10t+10t） ４ １ - 飛来，落下

コンクリート製品の型枠（重量約２t）を
積み替えるため，つり上げ荷重10tのホ
イストが２基付いているクレーン（無線
操作式）を被災者が運転し，型枠をつり
上げて作業場所の脇に仮積みした後，型
枠の下にあったH鋼を，片方のホイスト
でつり上げたところ，2基のホイストが
連動して作動し，作業に使用していない
ホイストのフックが，仮積みしていた型
枠に引っ掛かり，つり上げられた型枠が
滑り落ちて，被災者に激突したもの。

誤操作によるもの。

表５　死亡災害事例（53件（54人））
（1）クレーン（27件）
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№ 業種
機　種

（つり上げ荷重
又は積載荷重）

発
生
月

死傷者
事故の型 災害発生状況 災害発生原因

死 傷

９ 製造業 天井クレーン 
（120t） ４ １ - はさまれ，

巻き込まれ

製鋼工程における精錬及び鋳造等に用い
る取鍋（重さ約40t）をクレーン（定格
荷重120t）で運搬し，予熱バーナーの所
定の位置に降ろそうとしたところ，接地
により生じた反動で振れた荷（取鍋）と
予熱バーナーの架台との間で合図を行っ
ていた被災者の頭部が挟まれたもの。　　

被災者が取鍋と予熱
バーナーの間に立ち
入ったこと，被災者
がクレーンの運転者
から見えない位置で
玉掛けの合図を送っ
たこと。

10 製造業 天井クレーン 
（2.8t） ６ １ - 飛来，落下

被災者が３段に積まれていた金枠（重さ 
822kg）の最上段のものを，天井クレー
ン（2.8t）で吊り上げて移動させようと
したところ，積まれていた場所付近（高
さ約1.7m）から荷が落下し，被災者が下
敷きとなたもの。

・金枠を３段に積み
重ねており，クレーン
作業を行った際，ワ
イヤロープの１本が
何らかの理由で金
枠の吊り手に引っ掛
かった状態でクレー
ンを横行し，同金枠
が落下したこと。
・災害発生時，被災
者は，金枠が落下す
るおそれのある危険
箇所に立ち入ってい
たこと。
・クレーン作業の具
体的な作業手順書を
作成しておらず，ま
た，安全な作業方法
についての教育が実
施されていなかった
こと。
・被災者が，金枠の
玉掛け状況及びク
レーンの位置を確認
せず，クレーン操作を
行ったこと。

11 建設業 ジブクレーン 
（１t） ６ １ - 飛来，落下

６階建て研究新棟新築工事において，電
気工事２次下請が，屋上設置の定格荷重
１tの低床ジブクレーンで，４tトラックか
ら，パレット積みバスダクト，168kgと
345kgの荷を２連吊りで揚重していた。
高さ30m付近で，345kgの荷のナイロ
ンスリングが２本ともクレーンのフック
から外れ，４tトラックから小物資材を手
作業で荷卸し中の被災者の上に落下した
もの。

調査中（外れたナイ
ロンスリング，ク
レーンのフックに破
損は認められない）。

12 製造業 テルハ 
（2.02t） ６ １ - 飛来，落下

被災者はテルハのホイストを既設走行は
りに新規追加する作業を行っていた。
フォークリフトのフォークに専用の搭乗
設備を乗せ，新規ホイストを乗せた当該
搭乗設備に自ら搭乗し，既設ホイストを
走行はりの端部から差し込むための位置
の微調整に使用するため既設ホイストを
走行させたところ，既設ホイストが走行
はり端部から落下し，搭乗設備にいた被
災者に激突したもの。

走行ストッパー（車
輪止め）を取り外し
て作業を行っていた
ため，ホイストが落
下し被災者に激突し
たこと。

13 製造業 
天井クレーン 
（主管 16t 
補管 10.15t）

６ １ - 激突され

被災者は，天井クレーンを使用して，鉄
鋼スラグの入っている容器「スラグパン」
をつり上げたところ，スラグパンが振れ，
隣接のスラグパンとの間に頭部を挟まれ
たもの。

本来押すべきであっ
た補巻下げボタンで
はなくその下の走行
ボタンを誤って押し
てしまったこと。

14 その他の 
事業

天井クレーン 
（5.042t） ６ １ １ 飛来，落下

鉄板の出荷にあたり，被災者Aが天井ク
レーン（つり上げ荷重5.042t，吊り具：
ハッカー）を操作して鉄板をつり上げ，
その鉄板の脇で被災者Bが作業していた
ところ，何らかの理由で被災者Bが倒れ
た際に鉄板が被災者らに落下し，被災者
Bに激突したもの。飛散した鉄板により，
被災者Aも被災した。

荷をつり上げた状態
で荷に近接して作業
をさせたこと。　
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№ 業種
機　種

（つり上げ荷重
又は積載荷重）

発
生
月

死傷者
事故の型 災害発生状況 災害発生原因

死 傷

15 製造業 天井クレーン 
（40t） ７ １ １ はさまれ，

巻き込まれ

天井クレーン（定格40t）を使用し，プレ
ス機械の金型（重量約35t）の片付け作業
中，地切りした当金型がボルスタのロケー
トピン（位置決めピン）から外れ，当金
型が振れてしまい，玉掛け指揮者と隣工
程の段取り作業者の計２名が，当金型と
隣の工程設備との間にはさまれたもの。

クレーンの誤操作が
あったと推定され
る。ただしわずかな
センターずれ等の複
合的な要因が存在し
たことも否定でき
ない。

16 陸上貨物 
運送事業

ジブクレーン 
（門型クレーン） 

（定格過重: 
2.08t）

７ １ - はさまれ，
巻き込まれ

労働者が門型クレーンを操作し，コンテ
ナハウスの部材（長辺5.7m，短辺2.3m，
厚さ0.6m）をトラック荷台から荷降ろし
作業中，部材を搬送してきたトラックの
運転手であり，荷台上で玉掛作業をして
いた被災者が地切りした部材とトラック
キャビンの間にはさまれたもの。

クレーンの誤操作等
により部材が振れた
こと。

17 製造業 天井クレーン 
（13.4t） ８ １ - はさまれ，

巻き込まれ

被災者は天井クレーンのガーダ上におい
て，走行車輪のベアリング交換を行った
が，交換後も異音がするため，被災者は
サドル上に設置された手すりの隙間から
頭部を出し，また，自らクレーン運転手
に走行指示を出して走行しながら異音箇
所の確認を行っていたところ，工場壁側
に設置されたダクトと手すりの間に頭部
をはさまれたもの。

・ サドルの手すりか
ら，身体（頭部）を外
に出していたこと。
・ 周囲の確認が不十
分な状況でクレーン
走行の指示を行った
こと。
・ 合図者が合図と
確認作業を並行して
行っていたこと。
・試運転時の確認作
業方法について，安
全な作業方法を組織
的に検討していない
こと。
・手すりから身体を
外に出すということ
について，危険の認識
が希薄であったこと。

18 製造業 天井クレーン 
（7.5t） ８ １ - 激突され

鉄骨コラム材等の製缶作業を被災者を含
めて４名で行っていたところ，被災者が，
つり上げ荷重2.8tの橋形クレーンの修理
を行うために，ライン上に走行している
つり上げ荷重7.5tの天井クレーンの歩道
に乗って移動しようと，高さ約6.3mの天
井クレーンの乗込み口（台）に上がってい
るところ，天井クレーンが走行し，はし
ご道上にいた被災者がサドルとはしご道
の柱の間に挟まれたもの。

被災者が乗込み口に
上がることを確認す
ることなく，天井ク
レーンを走行させた
こと。

19 製造業 
天井クレーン 
（定格荷重:

１t）
８ １ - 感電

乾燥設備の不調により，隣に設置してあ
る休止中の乾燥設備の上部に上がり，交
換部品の銘板を探していたところ，天井
付近に敷設してある天井クレーンのトロ
リ線に接触し感電したもの。

トロリ線による感電
防止措置が講じられ
ていなかったこと。

20 製造業 
天井クレーン 

（つり上げ荷重
不明）

８ １ - 墜落，転落
被災者は，動作不能となった天井クレー
ンの点検中，隣接するクレーンのガーダ
上を移動していたところ，8.59m下のコ
ンクリート製の床に墜落したもの。

要求性能墜落制止用
器具等による墜落防
止対策を講じていな
かったこと。

21 製造業 天井クレーン 
（15t） ９ １ - はさまれ，

巻き込まれ

被災者は，天井クレーンでセラミック成形
体（縦幅：140cm，横幅：103cm，厚さ：
18cm，重量：約0.6t）をつり上げ移動さ
せていたところ，玉掛け用ワイヤーロープ
が外れセラミック成形体が被災者に落下
し，セラミック成形体と床との間に挟まれ
たもの。玉掛けは，セラミック成形体の上
部四つ角にゴム製パットを取り付け，当該
パットを２本のワイヤーロープ（６mm×
６m，麻芯）で縛り上げる方法により行わ
れていた。

破断した西側ホイス
トのフックの計算荷
重は定格荷重以上の
負荷が作用していた
可能性が認められ，
当該計算荷重前後の
荷重が繰り返し作用
したことが推定され
る。また，ワイヤー
ロープについて目視
で確認し辛い部分に
素線切れが複数確認
され，強度が低下し
ていたことが推定さ
れる。
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№ 業種
機　種

（つり上げ荷重
又は積載荷重）

発
生
月

死傷者
事故の型 災害発生状況 災害発生原因

死 傷

22 陸上貨物 
運送事業

天井クレーン 
（15t） ９ １ - はさまれ，

巻き込まれ

自社倉庫内鋼材置き場において，15tク
レーン（無線操作式）を用い鋼材の仕分
け作業を単独で行っていた被災者が，ハッ
カーで玉掛けした鋼材（幅1,524mm，
長さ6,096mm，厚さ22mm，1枚の重さ
1,604kg）４枚と壁の間に挟まれたもの。

・逃げ場のない手狭
な箇所でクレーンの
操作を行ったこと。
・吊り荷から十分な
距離を保たずにク
レーンを操作した
こと。
・作業標準書を作
成していないこと。 

23 製造業 
天井クレーン 

（つり上げ荷重
不明）

９ １ - 墜落，転落

出張先工場（天井クレーン修理の注文者）
において，トラックの荷台に載せた高所
作業台（AC100Vでスライドレールを上
に伸展し60×60cmの手すり付き作業床
を８mまで上昇可能，車輪とアウトリガー
付き，レンタル品）の作業床に乗って上
昇させ，天井クレーンの走行用マグネッ
トスイッチ（高さ約７mの位置）の交換作
業中，トラックの荷台（作業床から約4.7m
下）へ墜落したもの。

手すり（高さ１m）
の上又は下（中さん
を手すりのすぐ下ま
で移動し固定してい
た）から落ちたと推
定。墜落制止用器具
は携行していたが使
用していなかった。

24 建設業 ジブクレーン 
（2.95t） 10 １ １ 分類不能

ジブクレーン解体中，ジブをワイヤーで
固定し，起伏ワイヤーを緩めた状態で，
被災者がジブ上で作業中，固定ワイヤー
が破断し，ジブが傾いたたため，緩んで
いた起伏ワイヤーが瞬時に緊張した状態
となった。被災者は，起伏ワイヤーに
墜落制止用器具のフックを掛けていたた
め，緊張した起伏ワイヤーとともに上方
へ跳ね上げられ，宙づりの状態となった
もの。　　

・固定ワイヤーの強
度が不足していた
こと。
・起伏ワイヤーに
墜落制止用器具の
フックを掛けていた
こと。

25 製造業 天井クレーン 
（10t） 10 １ - 飛来，落下

被災者は，建築用鉄骨柱部材（空洞状の
箱物（以下「加工材」という。）60cm角，
長さ70cm，重量約500kg）の溶接加工
を行っていた。その際，空荷の10t天井
クレーン（フックにつりチェーン及びハッ
カー取付）を操作したところ，加工材を
載せていた台座（H鋼と空洞状鋼材を組
合せたもの）が倒れ，同時に当該加工材
が被災者の腹部に落下し，下敷きとなっ
たもの。

天井クレーンの操作
中につり具のハッ
カーが台座に引っ掛
かり，台座が倒れた
ものと推測される。

26 製造業 天井クレーン 
（2.5t） 11 １ - 激突され

被災者は，焼鈍炉から製品を積載した台
車を出し，台車に積載された鉄製フレー
ム（大きさ：縦1.25m×横3.02m×厚さ
５cm，重量：約640kg）をクレーンで
運搬するため，台車に乗って玉掛けをし
ていたところ，鉄製フレームが被災者側
に倒れた。被災者は，左足が鉄製フレー
ムに挟まった状態で転倒し，高さ約１m
下の床面に頭部を打ち付けたもの。

・製品を積み下ろす
際の作業手順を定め
ていなかったこと。
・固定が必要な不安
定な製品を取り扱う
際，作業者間で十分
な打ち合わせをして
いなかったこと。
・保護帽を着用して
いなかったこと。
・リスクアセスメン
トの未実施。

27 製造業 天井クレーン 
（５t） 12 １ - 飛来，落下

被災者は，1人で，天井クレーン（５t）
を操作して鋳物用金枠（2.6m×1.5m×
0.7m，重量約２t）を台車から金枠置場
へ移動する作業を行っていたが，何らか
の原因で吊り上げていた金枠が落下し，
金枠の下敷きになった状態で発見された
もの。

玉掛けが不適切で
あったか，クレーン
の操作ミス，と推定
される。
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№ 業種
機　種

（つり上げ荷重
又は積載荷重）

発
生
月

死傷者
事故の型 災害発生状況 災害発生原因

死 傷

１ 建設業

クローラ
クレーン

（クレーン 
機能付きドラグ

ショベル） 
（1.7t）

１ ２ - 崩壊，倒壊

橋の耐震補強工事のため，橋脚の根本か
ら1.5m×5.3m×深さ4.1mほど90度に
掘削してから土留め支保工を設置する作
業を行っていた。被災者２名が掘削箇所
に入り，ドラグ・ショベル（移動式クレー
ン仕様）で鋼矢板を吊り順次設置してい
たが８枚目を設置しようとした際に，仮
設置した７枚の鋼矢板とともに地山が崩
れた。被災者２名は鋼矢板が設置されて
いない場所にいたため土砂に飲み込まれ
たもの。

設置作業中の７枚の
鋼矢板は腹起しなど
設置する前で，地面
に数十センチ刺して
ある程度だったこと。

２ 陸上貨物 
運送事業

車両積載方
トラック
クレーン 
（2.6t）

１ １ - 飛来，落下

建設現場に建築資材を搬入中，移動式ク
レーン（2.6t）で資材（木材約500kg）
を移動していたところ，玉掛用繊維ロー
プから木材がはずれて，つり荷の近くで
移動式クレーンを操作（無線式）してい
た被災者の上に落下し，下敷きとなった
もの。

移動式クレーンに
吊っていた木材が玉
掛用の繊維ロープか
ら滑り落ちたこと。

３ 陸上貨物 
運送事業

車両積載形
トラック
クレーン 
（2.93t）

１ １ - 飛来，落下

木造住宅新築工事現場において，被災者
が単独で現場に搬入した建築資材（小屋
束の束，重量：調査中）を車両積載型ト
ラッククレーン（つり上げ荷重：2.93t，
無線操作式）を用いて移動中，つり荷（小
屋束の束）のバランスが崩れ，2m超の位
置から落下し，その下敷きになったもの。

１本つりのつり荷の
下に立ち入ったこと。

４ 陸上貨物 
運送事業

ホイール
クレーン 
（13t）

１ １ - 激突され

木造住宅新築工事現場において，車両積載
型トラッククレーンで建築資材を運搬して
きた被災者が，荷台上で構造用の面材（約
縦300×横90×厚１cm）35枚の束（ラッ
プで結束。重さ約350kg）をナイロンスリ
ング２本を使用して13tラフテレーンク
レーンのフックに玉掛し，荷振れを抑えよ
うとしていたところ，背部や頭部につり荷
が激突したもの。

・荷の形状に応じた
適切な玉掛け方法が
取られていなかった
こと。
・玉掛け等の作業方
法，作業指揮者等の
配置及び指揮の系統
などを定めていな
かったこと。

５ 建設業

クローラ
クレーン

（クレーン 
機能付きドラグ

ショベル） 
（2.9t）

２ １ - 崩壊，倒壊

外構工事の一環としてL字型擁壁を設置す
るため，クレーン機能付きドラグショベ
ルを用いてつり上げた同擁壁の玉外し作
業の際，被災者は緊結された３箇所のう
ち，同人が担当する２箇所のみ金具を取
り外し，1箇所が緊結された状態のまま
手のひらを上に向けて手招きしたとこ
ろ，玉外し作業の完了と受け取ったドラ
グショベルの運転手がバケットを上げ，
同擁壁が被災者側に倒れて下敷きになっ
たもの。

玉掛け作業時におけ
る合図の方法の周知
及び合図者を定めて
いなかったこと。

６ 建設業

クローラ
クレーン

（クレーン 
機能付きドラグ

ショベル） 
（2.9t）

４ １ - 激突され

擁壁の石積作業終了間際に被災者が擁壁
頂部端部より作業箇所を確認中，旋回し
たクレーン機能付きドラグショベルの後
端部に被災者が接触し，擁壁から転落し
たもの。

クレーン機能付きド
ラグショベルの旋回
範囲に労働者（被災
者）がいたのに確認せ
ずに旋回したこと。

７ 建設業
車両積載形
トラック
クレーン
（2.6t）

５ １ - はさまれ，
巻き込まれ

耕作地整備工事で，被災者が傾斜した道
路に積載形トラッククレーン（以下，ト
ラック）を停車。クレーンを用いて荷台
に搭載していた小型のドラグショベルを
降ろしたところ，トラックが逸走を始め
た。被災者は，トラックを止めようとし
て追いかけていったが，トラック右側の
アウトリガーと道路脇の門扉の支柱との
間に挟まれたもの。

積み荷を降ろしたこ
と等により，トラッ
クの重量が前方に片
寄り，駐車ブレーキ
や後輪に設置した輪
止めが十分に機能し
なかったことから逸
走したものと推定さ
れる。

（２）移動式クレーン（21件）
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№ 業種
機　種

（つり上げ荷重
又は積載荷重）

発
生
月

死傷者
事故の型 災害発生状況 災害発生原因

死 傷

８ その他の 
事業

ホイール
クレーン 
（65t）

５ １ - はさまれ，
巻き込まれ

被災者は部下の運転する移動式クレーン
（65tラフタークレーン）の前輪の異常に
ついて点検をするため，当該移動式クレー
ンのアウトリガーを張り出し車体を浮か
せた状態で，左前輪と車体の間に立ち入
り部下にハンドルを戻すよう指示し，前
輪が動いた時に車体の間（20cm）に挟
まり胸部を強く圧迫されたもの。

被災者が車輪と車体
との間に挟まれる場
所に立ち入ったこと。

９ 建設業

クローラ
クレーン

（クレーン 
機能付きドラグ

ショベル） 
（2.92t）

６ １ - 飛来，落下

雨水管・ますの布設工事現場において，
土留め壁として使用していた敷鉄板（長
さ３m，重さ約800kg）をクレーン機
能付きドラグショベルにて吊り上げ，仮
置き場に降ろそうと旋回したところ，途
中で敷鉄板が地面に接触したことで玉掛
用つりチェーンのフックから敷鉄板が外
れ，付近で別作業を行っていた被災者が
下敷きになったもの。

・玉掛用つりチェー
ンのフックの外れ止
めが有効に機能しな
かったこと。
・吊り荷に近接した
位置で被災者が作業
を行っていたこと。

10 建設業

クローラ
クレーン

（クレーン 
機能付きドラグ

ショベル） 
（2.9t）

６ １ - 激突され

砂防堰堤の建設工事現場において，伐採
木を片付けるため，クレーン機能付きド
ラグショベルを用いて，長さの異なるス
ギの伐採木３本をつって，旋回したとこ
ろ，3本のうち短い２本が玉掛用ワイヤ
ロープからすり抜けて落下し，このうち
１本が地面で跳ね返り，被災者に激突し
たもの。被災者に激突した伐採木は，長
さ約4.3m，直径52~80cm，推定重量約
１tであった。

・クレーン機能付き
ドラグショベルをク
レーンモードにせず
に使用していたこと。
・不安定なつり方で
伐採木をつっていた
こと。
・危険箇所に労働者
を立ち入らせたこと。

11 建設業
クローラ
クレーン

（カニクレーン） 
（2.73t）

７ １ - はさまれ，
巻き込まれ

墓地改修工事にて，被災者がカニクレー
ンを操作し，墓地出入り口階段手前まで
移動させていたところ，当該階段からカ
ニクレーンが落ち，階下に停めてあっ
たユニッククレーンと落ちてきたカニク
レーンの間に挟まれたもの。

・ カニクレーンを停
止する際，ブレーキ
レバーを「停止」に
していなかったこと。
・カニクレーンの停
車位置が墓地出入口
階段上部の端に近す
ぎたこと。
 ・カニクレーンを墓
地出入口階段手前ま
で移動させる際，前
進走行させることが
できたにもかかわら
ず，後進走行させる
作業方法を採用した
こと。
・ カニクレーン作業
に係るリスクアセス
メントを実施してい
ないこと。

12 建設業
車両積載形
トラック
クレーン 
（2.6t）

８ １ - 激突され

解体工事現場において，被災者が１名
で，当該工事で使用していた防音パネル
50枚（重量約500kg）を木製パレット上
に載せ，パレットの下側に単管パイプを
通し，その単管パイプの両端にナイロン
スリングベルトを掛けて積載型移動式ク
レーンで吊り，荷台へ積み込む作業をし
ていたところ，何らかの原因で防音パネ
ルが傾き，被災者が当該パネルと地上に
積んであった足場板材の間に胸部を挟ま
れたもの。

被災者と荷台の位置
関係から，荷を積み
込む作業中若しくは
荷の位置の調整中に
上記ベルトが外れ，
荷が片吊りになりず
れ落ちたことが原因
と推定される。

13 陸上貨物 
運送事業

車両積載型
トラック
クレーン 
（2.2t）

８ １ - 飛来，落下

荷の積替えのため，被災者が待つ原木集
荷現場に向かった同僚が，車両積載型ト
ラッククレーン（トレーラー付）の横に
倒れている被災者を発見した。　発見時の
被災者の近くには，丸太１本と荷締め機
があり，荷台の丸太を固定するためのロー
プが外されていたため，丸太が荷崩れし
被災者に当たったものと思われる。

・荷台の支柱よりも
高く丸太を積載して
いたこと。
・保護帽を着用して
いなかったこと。
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№ 業種
機　種

（つり上げ荷重
又は積載荷重）

発
生
月

死傷者
事故の型 災害発生状況 災害発生原因

死 傷

14 建設業
車両積載型
トラック
クレーン 
（2.9t）

９ １ - はさまれ，
巻き込まれ

豪雨災害復旧工事現場において，車両積
載型トラッククレーン（つり上げ荷重
2.9t）で，栗石を詰めたネット（重さ1.7t）
をつり上げて旋回中に，当該車両積載型
トラッククレーンが助手席側に倒れ，操
作者が地面との間に挟まれたもの。

定格荷重をこえる荷
重をかけて使用した
ため転倒したこと。

15 製造業 
ホイール
クレーン 
（50t）

９ １ - 墜落，転落

代表者１名及び同僚２名の計３名が移動
式クレーン（つり上げ荷重50t）の不具
合の確認作業を行っているのを被災者は
近くで見ていた。同僚１名が移動式クレー
ンの左後部に登り，油圧計を取り付ける
準備をしていたところ，後ろから「ドス
ン」と音がしたため，振り返ると移動式
クレーンの左側後輪の傍に被災者が倒れ
ており，移動式クレーン等から墜落した
ものと思われる。

移動式クレーンに登
り，同僚に近づいた
か又は傍で作業を見
ていた際，下部走行
体若しくは鋼製の箱
から墜落したものと
推定される。

16 建設業

車両積載型
トラック
クレーン
2.93ｔ 
（2.9t）

10 １ - 墜落，転落

林道脇の土砂崩壊地の災害復旧工事で法
面に吹き付ける培養土が入ったフレコン
バッグを，横付けした２機の車両積載型
トラッククレーン間で移し替えていたと
ころ，地上1.2mの荷台上で玉掛作業に従
事していた被災者が地面に墜落したもの。

移動式クレーンの旋
回中に接触し，墜落
したものと推定さ
れる。

17 建設業
クローラ
クレーン 
（65t）

10 １ - 転倒

海岸保全工事現場において，つり上げ荷
重65tのクローラクレーンにバイブロ・ハ
ンマーを取り付けた基礎工事用機械を使
用して，矢板引き抜き作業を行っていた
際，当該機械がつり方向に傾き，そのま
ま回転して運転室が上下逆の状態で消波
ブロック上に激突する形で転倒したもの。

矢板，バイブロ・ハ
ンマー等の重量に加
え，隣の矢板との接
合部分に生じた抵抗
力により，定格荷重
を超える荷重がか
かったこと。

18 その他の 
事業

クローラ
クレーン

（クレーン 
機能付きドラグ

ショベル） 
（2.9t）

11 １ - はさまれ，
巻き込まれ

作業員４名で，クレーン機能付きドラグ
ショベルを使用しブロックの積み替え作
業を行っていた。被災者はブロックに付
属する吊り上げ用金具の清掃作業を行っ
ていたが，ドラグショベルを旋回させた
際に，近くで作業をしていた被災者がブ
ロックとクレーン機能付きドラグショベ
ルのカウンターウェイトの間に挟まれた
もの。

誘導者を配置せず，
ドラグショベルと接
触する危険のある箇
所に労働者を立ち入
らせたこと。

19 製造業 

車両積載型
トラック
クレーン
（2.93t） 

11 １ - 飛来，落下

保冷倉庫の金属製扉を自社製造の新品に
交換するため出張作業中，外した古い
扉（3.36m×3.17m×0.13m，重さ約
350kg）を車両積載形トラッククレーン
に積もうと，同車のクレーンで吊上げ旋
回中，玉掛けロープをかけていた扉部材
（ピン止め金具）が外れ，扉が落下し，玉
掛け後，手で扉の揺れを抑えつつ荷とと
もに移動していた被災者が，倒れてきた
扉の下敷きになったもの。

・玉掛けワイヤロー
プをかけた金具が扉
から容易に外れる
（固定用ピンが入っ
ていない）状態だっ
たこと。
・玉掛けをした被災
者が無資格であった
こと。

20 建設業
ホイール
クレーン 
（16t）

11 １ - 墜落，転落

市より委託された伐採作業中に，移動式
クレーンに設置された搬器に乗り，高さ
16.2mの位置でチェーンソーを用いて伐
採を行っていたところ当該搬器より墜落
したもの。

移動式クレーンに設
けた搬器にとう乗さ
せ，かつ，墜落制止
用器具を使用させて
いなかったこと。

21 建設業

クローラ
クレーン

（クレーン 
機能付きドラグ

ショベル） 
（2.9t）

11 １ - 激突され

被害者は，河川の樋門工事現場において
鋼矢板５枚（長さ2.1m，幅0.6m，重量
130kg）の打設作業中，移動式クレーン
により運搬してきた鋼矢板を設置箇所に
降し，30cm程度埋め込んだ状態で玉掛
用具を外したところ，当該矢板が倒れ下
敷きとなったもの。なお，鋼矢板はつり
クランプ１個を用いて玉掛し，クレーン
でつり上げ運搬されていた。また，鋼矢
板の接地箇所の土質は，非常に緩い状況
であった。

鋼矢板が安定してい
ない状況で玉掛用具
を外したため，矢板
が倒れ被災者に激突
したこと。
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№ 業種
機　種

（つり上げ荷重
又は積載荷重）

発
生
月

死傷者
事故の型 災害発生状況 災害発生原因

死 傷

１ その他の 
事業

エレベーター 
（3.5t） ５ １ - 激突され

エレベーター開閉扉のワイヤーロープ交
換作業を終えた被災者が，エレベーター
ピットから外に出る際，エレベーターの
操作方法を点検用運転から自動運転に切
り替えた後，１階に着床していたエレベー
ターを２階に上げるようにかご内にいた
共同作業者に指示，共同作業者がエレベー
ターを上昇させたところ，下降してきた
カウンターウエイトに激突したと推定さ
れる。

エレベーターピット
から出る前に操作を
自動運転に切り替え
たこと。

２ 建設業 エレベーター 
（0.45t） ６ １ - 飛来，落下

４階建てのビル解体工事において，被災
者は１階でエレベーターの搬器のワイ
ヤーロープを固定していた金物を外した
ところ，ワイヤーロープが外れてエレベー
ターのカウンターウエイトが落下し被災
者に当たったもの。

被災者が，搬器から
エレベーターロープ
を外したことで，カ
ウンターウエイトが
落下したこと。

３ その他の 
事業

エレベーター 
（３t） ８ １ - 墜落，転落

店舗の２階（事務所兼倉庫）から１階（売
り場）に移動するため，荷物用エレベー
ター（積載荷重３t）の２階出入口の扉を
開けて，乗り込もうとしたころ，当階に
搬器がなく，そのまま約５m下の１階の
搬器上に墜落したもの。

搬器が２階出入口
に 停 止 し て い な
かったにもかかわ
らず，出入口の扉が
開いたこと。

４ 建設業 エレベーター 
（２t） 11 １ - 墜落，転落

荷物用油圧間接式エレベーターの更新工
事において，３階建屋側ドアの調整作業
をエレベーター搬器上のフレーム枠に乗
り行っていたところ，搬器横の開口部
（1.0m×1.5m）からエレベーターピット
まで約16m墜落した。

墜落防止措置を講じ
ていなかったこと。

№ 業種
機　種

（つり上げ荷重
又は積載荷重）

発
生
月

死傷者
事故の型 災害発生状況 災害発生原因

死 傷

１ 製造業 （積載荷重：
0.25t未満） ２ １ - はさまれ,

巻き込まれ

被災者は，派遣先事業場構内において，
製品である自動車用燃料タンク（幅
35cm×長さ66cm×高さ53cm，重さ
14.6kg）を荷物用昇降リフトに投入し付
属コンベアに送込む作業中，何らかの理
由で当該リフト内に入り，搬器部分に頸
部を挟まれたところを同僚に発見された
もの。付属コンベアは３段あり，発見時
は最下段のコンベアにタンクが１個乗っ
ていた。　

・リフター装置の可
動範囲に身体を入れ
て調整作業を行なう
にあたり,機械を停
止せずに調整作業を
行っていたこと。
・ リフター装置イの
側面の下カバーが取
り外されたままの状
態であり,身体を入
れることができる開 
口部となっていた
こと。

（３）エレベーター（４件）

（４）簡易リフト（１件）


